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気候や場所に合わない服装や

汚れた格好をしている。

（冬に薄着、夏に厚着、裸足など）

あなたの声かけが

命を救うことがあります

ウロウロ、キョロキョロ、

ソワソワと困っている

様子をしている。

地域で見かけない

高齢者がいる。

声かけのコツ

・３つの「ない」

①驚かせない

②急がせない

③自尊心を傷つけない

・７つのポイント

①まずは見守る

②余裕をもって対応する

③声をかけるときは一人で

④後ろから声をかけない

⑤やさしい口調で

⑥おだやかに、

　はっきりした話し方で

⑦相手の言葉に

　耳を傾けて、

　ゆっくり対応する

道路の縁石などに、

長い時間座り込んでいる。

声かけの流れ

手がかりがなければ

１１０番（警察へ）

体調が悪そうなら

１１９番（救急対応）

認知症になっても安心して暮らせる地域づくりに賛同していただいているお店です。

事業所向けの認知症サポーター養成講座を受講すると配付される、

「高齢者あんしん協力店ステッカー」が目印です。

○高齢者あんしん協力店　令和５年６月末時点 区内４２６店

板橋区では、子どもから大人まで、一緒に遊びながら認知症を正しく楽しく学ぶことを目的に「いた

ばし認地笑かるた」を作成しました。

かるたの読み句は、令和２年２月に区民の方からご応募をいただいた３００句の中から、認知症サポ

ーターのひろばで選定を行いました。

イラストは、板橋区立赤塚第二中学校の有志の生徒が作成してくれました。

おとしより保健福祉センターで貸出をおこなっています。ぜひ使ってみてください！！

※かるたの貸出について詳しくはホームページをご確認ください。

○「いたばし認地笑かるた」
にん   ち  しょう

行方不明者の早期発見のためには、地域の方の声かけが重要です。

実際に声をかける体験などを通じて、認知症の方の特徴や、適切な対応の仕方を学びます。

○認知症声かけ訓練

地域で声かけ ～困っている人、いつもと様子が違う人を見かけたら～コラム⑦
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手がかりがあったら

・「見守りキーホルダーがあった場合」

　キーホルダーに書かれたおとしより相談センターに電話

　（月～土曜 午前９時〜午後５時、日曜祝日年末年始休み）

　または、警察署・消防署に届けて、キーホルダーの存在を伝える。

　（警察がキーホルダーをみて、事前登録された緊急連絡先に

　連絡をする可能性があります）

・「洋服や持ち物に緊急連絡先などが書かれていた場合」

　本人の了解を得て、緊急連絡先などに連絡をする。

・「その他の手がかりがあった場合」

　緊急連絡先などがわかる場合は、本人の了解を得て、連絡をする。

　直接的にわからない手がかりは見つけたことを警察に伝える。

　（手帳、スマホなど）

板橋区認知症施策推進係（公式）

にん ち しょう


